『匠材集』の原拠典籍の推定と本文訂正の試み――詞林三知抄・古今打聞・源氏物語千鳥抄・八雲御抄等―― by 勢田, 勝郭
既艮二年三月上旬の招巴の祓を有する「匠材集」は、和歌、迎
歌に用いるぺき雅詞三千八百数十をいろは別に分類し、各詞に簡単な説明を施したものである。古活字版の他に寛永三
年版、同十
五年版、疫安四年版等の存在
が知ら
れ、かなり流布し
たもので
あ
り、当時、和 や連歌を嗜むために要求された知識がどのようなものであったか また、万業、古今、伊勢、源氏といった古典対しど ような解釈が行われていたかを知る上でも非常に貸重な資と言うぺき るが 残念
なことに、
その本文には、今日の
目で見れば疑問な点が極めて
多いと言わねばならない。
・現在、匠材集のテキストとし ポピュラ）な
のは日
本古
典全渠
（第五期）本（寛永十五年版の翻刻）と、連歌資料巣本（無刊記古活字版の影印）であるが、この二種の本文を比較するに、
「を」
．部に例をとれば、第53項は前者に「を
らみか嗚」とある
ものが後
者では
「をらかへり関」、第66
項
「をしの剣羽」の説明中、前者
に「隆白」とあるのが「漢白」となって
いるなど
、慨して
後者の
方に可とすぺき点が多いよう
である（第53項は拾遣―一六
番、第
硯なり
E秋の花FふてのすそGぁにらん
ありなんと云詞なり
HけふりたAIみろはしの面
けをされたるなり
すそは手もと
Dと
ti
ちめ
草花の事也
『匠材集』の原拠典籍の推定と本文訂正の試み
詞林三知抄・古今打聞・源氏物語千鳥抄・八雲御抄等
66項はr曾我物語」券五「貞女が串」）。し
かし、
その逆の場合
もまた多く、ま
た、両者を見較ぺて
も解決
できる疑問点は一部に
過ぎず、多く 未解決のまま残ろ。そのよ
うな疑問点は枚挙に暇
がないと言うほど
であるが、今、論の都合上、次の十二の項を材
料として論を進めることに
しよう
。以下、テキストは迎歌資料集
本の万を用いる。（）内は、その部の第何項かを示す。
Aたみかた
民百性の甲也
（た62
)
Bさまもらぬ
煙をいふ也
（さ5)
C山むれのかね
やまのく
ヽみ金也むれはや
まの名なり
はつせめを云おとめなり
（や70)（と57)（あ183)（ふ22)（あ164)（け30)（み63)
勢田勝
郭
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きの宮の事也
きの宮の軍也
竹の宮古
伊勢のいつ
竹 の 宮 子
たけのみやこ
伊 勢 の い つ
(302) 
た う け
み ね の 甲也
たけ
岡をも云殿也
毀
たうけ
み ね也
岳とも昏也
Lつのふくし
いずれも、私には
初め疑問であった項である。右の
ような話を
一体どのように解明すればよいの
で あ ろ う か 。 非 常 に よ い 古 写 本
が 発 見 さ れ る の を 待 つよりないの
であろうか。私の見る所では、
．匠材集の編纂にあたっては先行する＋梱あまりの笞が原拠として
用いられており
、 従 っ て 、 そ の 原 拠 と さ れ た と 推 定 さ れ る 昏 ま で
遡 れ ば 、 疑
問のかなり
な 部 分 が 解 明 さ れ る と 思 わ れ る 。 A ? L IC
つ い て 、 今 、 先 に 結 論 を 言 え ば 、 A ? I と L の 十 項 に は ーー を 付し た 部 分 に 誤 り が あ り 、 ま た 、 J と K の 二 項 は 、 各 、 万 葉 三 四 九三 卑 狂
H口
今 和 歌 六 帖 」 第 五 帖 の ¢呼心） に よ り 、 「 む か つ を 」 「
手 玉 も ゆ ら 」 の 涙 り か と 一 見 思 わ れ る が 、 実 は
このままでもよい
ものなの
で あ る 。 何 故 そ う 甘 え ろ か 、 以 下 そ の 所 以 を 示 す 。
A は 「 詞 林 三 知 抄」 （ 以 下 、 三 知 抄 と 略 ） を 原 拠 と す ろ 。 そ れ
を 証 す ろ に は 、 匠 材 集 の 「 た
」
第 27 項 よ り 第 40 項
までと三知抄と
を つ き あ わ せ て み る に 如 く は な い 。 三 知 抄 の テ キ ス ト
としては連
歌 資 料 集 本 を 用 い 、 （ ） 内 の 数 字 は そ の 記 述 の 見 え ろ ベ ー ジ を示す。
死人をと
魂 賽
た ま も
宮人の
袴 の 腰
に 巻 物也
也
ふこヽろ也
たみかた
百 姓
た み
q
さ
たとり行
楔行
ま よ ひ ゆ く
な り(333) (348) 
鷹のいもかり
恋 る 取也鷹妹駈
ふ る也
女鷹を
めん 烏 を こ
(326) 
也
鷹 妹 駈
たかのいもがり
た ま さ か
向 た ろ 峯 な り
腹 立 を 云也
たつの 都
腔宮 の 事 也
‘‘,‘‘、贔‘/`｀,＇‘‘,‘,‘、`‘‘又 吉 野 の 名 所
鷹 の 山 別
七 月 二 十 五
日に巣をはなろヽ鷹
領城の事也まれなる甲辱行也まよ民 百 性 の 事
たままつり
ふ事秋なり
たつのみやこ
ま れ の 事也
たとりゆく
土 民 の
m
也
たまAつろ
玉 疫
たまも
宮人のた
ま も と 云 は は
か ま の 様
にこし
にま
く物也紅もあり
(361) 
死人をとふらふ也
）
ー(37 (381
) 
(381) 
たけ
選 逗
たまさか
＾ ＾ 
317 316 、一‘ ‘-
たわれめ
戯女
たはれめ
け い せ い の 事 な り
な り
（ て 12 )（つ89)
鷹 山 別
鷹の山わかれ
巣を離父母にも別事也
JむかへをK 手 玉 ゆ ら
機織樋左右へゆら／ヽと取渡をいふなり
（む59)
龍宮こ
龍 宮 の 沼 な り
(304) 
七 月 廿 五 日 に
(311)
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る ヨ な り
さ A め 雰
こまかにふ
さきさかまき
さ ヽ め 四 ふ り し く と は 広 ふ る ヨ也 。 又
こまかにふ
る を も 云 儀も あ り 。
云
檜 垣 を
さきさか
ま き と は 檜 垣 を い ふ 。
(
646
) 
（如）
） 内 は そ の
くるまと云
．上
段が匠 材集 （ 下 同 ） 、 下 段 が 三 知 抄 で あ る が 、
説 明 は 両 者 ほ
ぽ 一 致 し て お り （ しく 部 は 後 述 の 「 梵 灯 腐 袖 下
集」に依るかと思
わ れ る ） 、
ま た 、
（ ） 内 の 数 字 か ら 知 れ る よ う に 、
三 知 抄 に 現
れ る 順 序 ど お り に 見 出 し 語 が 並 ん で お り 、 匠材 集 の 右 の 部 分 が 三知抄を原拠にしていることは、
ほ ぼ 硝 実 で あ る と 思 わ れ る 。
従 っ
て 、 l ' 部 が 、 各 、 下 段 に
あ る が と と き の 誤 り で あ る こ と が 知 れ る
。
B は r 古 今打 開 」 を 原 拠 と す る 。 匠 材 集 の 「 さ 」 第 3 2 13 項を
比 較 す る 。
古 今 打 開 の テ キ ス ト は 紐 群 書 類 従 本 、
記 述 の 見 え る ベ ー ジ を 示 す 。 た つ の 取
天子の
m
に
は龍をゑかく九館の
龍U
天子の御
m
に
は龍
を 九 疋 書 也 九 龍 の “ と云也
（蕊）
た な く も りたつくるま
空 た ん ノ＼ に く も
(383) 
鷹のあらき心み也
（函 ）
なり
さヽ ゐ の 風
積 雪 を 吹
五 月 の 事也
八月を云
り 也
さ花は月
五月八 月
さ ヽ は な さ 月 さくも月
＾ ＾ 
652 &51 、 、
＿月
さ は な さ
月
さ み と り
月
三月を云な
さくも月さA花さ月
さ
らい風とは、
ふ り
つ も り た る 田 を 風
散 す を 云 な り
の吹ららすをいふなり。
（臨）
さ は ひ こ め
臼を云也
さはひこめとは筍を云也。
(656)
こ れ も 、
説 明 、 順 序 と も
に
両者ほぼ一致しており（
t<
部 は 後
述 の 「 色 葉 和 難 集 」 に 依
るか
と思われる）、
同 様 の こ と は 第 14 し
18 項 に つ い て も 言 え 、 匠 材 集 「 さ 」 第 3 2 18 項 は 古 今 打 聞 を 原 拠に し て お り 、 ー 部 は 、
各 、
下段のCとき誤りであることが知れ
る 。
C Ii r 八 毀 御 抄」 を 原 拠 と す る 。
「 や 」 第 63 ー 71 項 を 比較
しよ
う 。
八 雲 細抄 の テ キ ス ト は 日 本 歌 学 大 系 本 、
（ ） は ペ ー ジ を 示
す。
正
月
の
m
正月
り る 事也棚曇と書
たはなつ
鷹なとあら
き故取はなしたるな
試 免
たはなし
る 也
也
た な く も り
段 々 く も
棚 曇
さ み と り
月
さAめさはたつま
菜
也
＇ーヽ
1_‘
'ー
1
1ー 、’
1i`
た
と
りをいふ
なみなり
いi
さヽめとはなみをいふ也。さいたつまとは哀を云也。
(661) (651) ^ ＾ ＾ 
曲 “, “7
、•ノ ツ 、-
さまもらぬ
煙 を い 4 ＼
さまもら
ぬすゑとは煙をいふなり。
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やまたつ
造者なり
柚人也木也
尾のま
山藍と昏
やつかさに暗
烏の山
谷越て嗚なり
やかた尾の鷹 やまゐ やたけやをか行浜
日行浜也唐に有
やつほの稲
大なる稲
也八穂稲
やまあゐ也
たらなるなり
山すけ巧
古事也
ti
のかね
やまの
＜Aみ金也むれはやまの名なり
みねなり峯
遠心八百
柚人
(299) 
峯
やたけ
万
嶺・・・・・・
ゃほかゆく（八百日
行心也）
(301) 
田：…・・やつかほのいねと云は、大なる
(304) 
八穂
いねのやほ有
也
藍山
あゐ、山井とも云り
(315)
むれは山の名なりJ
鶯・・・・・・万、やつかさになくと云り、や
つかさは山谷こえてと云也
(
8
)
鷹・・・…や
かたお
（尾
のまだらなろ也）
（函）
占・・・…心の。やますげ。う
た。
(5
)
金・,
••.. 
5m
のかね（山の
q引洲糾
なり。（匹）
山吃祖と云（木引造物也）
(353) 
三知抄や古今打聞の場合と全く同じことが
言え、＇ー部の誤りで
あることが知れる。更に原典まで遡れば、「やつかほの稲」はr神代紀」上巻に「
八握稲」‘r延喜式祝詞」に「八束穂稲」と記
されている語で、「八
郎稲」も、八墨御抄を安易に引用した誤り
である。「やつかさに暗」は万葉三九一六番に「野豆可佐爾」云
浜
々とあろ語で、現行の訓は「のづかさになく」である。「山すけ埓」は、八雲御抄の記述は「
山すげ占」と「うた
占」という意で
あるが、
それを一語のCと
く誤解したもの
であろう。
「むれのか
ね」は‘r神功紀」五二年に「山鉄」と記されている語で
あろ。
Dは「色葉和難集」を原拠とする。「と」第52?57項を比較し
よう。色葉和難集のテキストは日本歌学大系本、（）内は「と」部の第何条かを示す。
たA年を云
をは置字なり
とふのすかこも
奥州
とふ郡のとふにあみたるこものある事な
とよみき
を云おとめなり酒
とまおちめ
はつせめ
さけ
也豊御
とかりすろ
烏とろを
云也
剛初
ところ也
とかけ
常に物の陰成
り
とし
のを
としのを・・・・・たゞとしをいふことなり。
をは詞のやすめ字也。
(22)
とふのすがCも・ みちのくの国とふ
の郎といふ所に有
るこも
なり。それ
をあみふの十有る
によ
せて、とふの
すが
Cも・・・などは読なり。
(8)
とかげ・・・・・・とかげとは常影とかけり。
つねにかげなろ所なり。
(27)
とがり
梓弓すゑのはらのにとがりす
ろ・':'．とがりは烏田と書けり。とりとろをいふなり。
(29)
とよみき・・・・・・とよみきとはさけなり。
(32) 
豊御酒とかけり。
とませをちめ
かくれくのとませをち
めが・・・・・・和云、泊顧越女とかけ 。
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也とこ・・・・・・、4
呉
服
ク
レ
と申
m
、足は大国に有、あや
おり
し女ありき・
あねをばくれは烏、
いもとを やは烏とは名
を付給ふ也。
ふす
く
ふところ紙
しときのやう
也
あやはとり
綾識の名
たたう紙
フトコ0カ｀く
タ、ウ紙也
フス
ク·…••菜ノ様ナルモノ也
(622) (505) 
うわさしを
する也
あつま男
粟平の名也
に綿 入袋のことく
ハサシヲ
スル也
(485) 
り
あさかほの姫
七夕な
路草、秋の花・・・・・・
七夕に七のひめの名あり：…•朝顔ひめ、
かぢの
は姫
．．．．．
なりひらの名、あづまお
と
こ、
まめお
ふすま
フスマ
被ノ字也
・三知抄、古今打問、八雲御抄
と事情は
全く同じで、
1
部の
誤り
であるこ
とが知れる。原典まで湖れ
ば、
「
とがり」の項、色菓和
難集の「烏
田」も誤りで
、万葉二六＝一番における表記は「鷹田」
であろ。 ませをちめ」の例歌（万葉四二四番）の視行訓は「こもりくの
はつせをとめ」云々である。
Eは「梵灯屑袖下集」を原拠にしている
かと思われる。
「あ」
第183し181項を比
較す令梵灯廂袖下集は異本間で相述
が大きく、
条々の並び方 各本さまざまであって、今までのととききれいな結果は得られないが、テキスト
は島律忠夫氏の「迎歌の研究」に
翻刻されている太宰府西高辻家本に依ろことにする。
卒花の事也
そうじて菊の異名の事、おとヽ草、山
秋の花
もと
ふてのすそ
被帝王もめす
也女御入内の夜女御の御母き
せ奉
也四万
帝王モメス也女御
入内ノ初ノ夜女御ノ母御前キセ宰也四方ニテ綿ヲ入タル也袋ノコトクウ
すそは手
笞ノスソ
スソハテモト也
ふる
きの皮衣
かわの出なり
てんの
フルキ
フルキノカハキヌ
招••…•テン
ノ
山也(389) (479) 
(33) 
はつ瀬をいふ
にや。はつせをとめと
いふぺきにや。をちめは、をとめなるぺし
。
瀧の都、同あし
がき
の都、いづれも吉
（注3)
名也
野の名也。．
第170項より187項まで梵灯陥袖下集
を原拠とするかと思われる
が、
スペースの都合で五項のみを挙げた。＇ー部の
誤りであ
ることが知
れよう
。
Fは「源氏物語千烏抄」（以下
、千烏抄と略）
を原
拠とする。
「ふ
」第20t25項を比較する
。千烏抄のテキスト
は天理普本叢世
本、
（）内
はページを示す。
ふいに
心ならず也不
意と世
あし垣の副
吉野の異
フ
ィ
不意
心ナラス也
370 
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あはせの袴
女房馬の
あは
せのはかま
古ハ細袴二綿ヲ入ル。
ろ事なきなり
あひたちなき
あひす
あいたらなき
無愛達。
(49) 
あへもの
あやかり物
也あやかとも有
(46) 
あへまし
し
也
あやからま
あへまし・・・・・・アヘ物卜云ハアヤカリ物
也。アヘマシハアヤカラマシ也
。
ありなんと
(45) 
なろ物なり
．説
明も順序も両者一致しており、
「ふでのすそ」は、
「平」を
「箪」と誤った語であることが知れろ。若菜下巻に「御簾の下より、さうの御ことのすそ少しさし出でて」とある語である。なお、千烏抄には後述のr河海抄」と一致する注が多いが、
「事ノスソ」
以下の三項 相当すろ注は河海
抄には見えず、
右の部分が河海抄
に依らないことは確実である。
.G
はr類字源語抄」（以下、類字抄と略）を原拠とする
。「
あ」
第151:165項を比較しよう
。類字抄のテキストは線群甚類従本、
（
）
内は「あ」部の第何項かを示す。あまへたる薫
さき也
あらましき
あんへし共玩
あらましきあまへたる・＇・・・・アマヘタルタキモノ、
ヵ。アマクサキ也。
荒
也。
(35) (41) 
ァルペシ・・・・・・アムベシトヨム。
の名なり
ーー＇ー'__,＇,_iあたうかたり
そ語と云事也
あかのはな
る花
なそ
な
仏に供す
サレパ取分テアハセノ袴卜云ハネリタル歎。今ノ女房ノ馬上ニキルサシ貫卜云ハ是也。
(50)
あかとき
暁也。
あかの花
，ー゜
幻二、
アカノ花ノタバヘシ。
―
腿伽土器二仏二供スル花ノタパヘナリ。
(”)
あつかはしき・・・・・・螂ノ声ノアッカハシ
ハ熱也。
(55)
（注4)
ぁかヽららむはあへなか
らん
末摘。
アリナント云詞也。
(59)
歩固なり
あゆまい歩割也。
(61)
説明はほぼ一致しているが、
今までと違い、
ー�を
付した三
項が類字抄には見えず、また、その前の「 りとき」の位臨が順序を乱している。しかし、
この点は、
匠材巣において「ありとき」
あゆまひ
云詞なり事也
あにらんあつ
かはしく
あつ
き
あへ
し
あぺ
し
あらき也
あまく
のはしめiー
あなはとり
あやをり
り
L あら玉の年
正月也年
ありとき
あかつきな
(66) 
り 上に箔すさしぬきな
i部 が 何 に 紀 る か 不 明 、 ま た
厠 の 三 な
り
れ た る な り
みつの道
三径也門井
ふなり
け ふ り た ゞ ん
け を さ
けづりた引ん
けをされたるこヽろ也
。
函）
「けヽしき」と「けいせき」
也
道行らかひ
物申はけいするとい
ばけいするといふなり。
け い せ 引 中 宮 春 宮 に
けいせ
さ
せ給て
中 宮 と う 宮 へ 物 申 を
函 ）
へ い の
m
也
うやまふ心9ー1,
也けヽしやう共い
ふ
，ー
1 _,
な
り
也
け
A し き
けヽしき
うやまふこヽろ也。（呼
り
商 人 な と
を云也賤女をもいふ
領のてつきの文そな
けんたつ文
けんは所
け ん だ っ ふ み
けんとはしよりやうの
てつ
ぎもんぞ也。
（池）
也
け
うとく
け う と く
いとなむなり。
函） 函
）
•
以 下 の 四 項 が 本 来 「 あ ゆ ま ひ 」 の 項 の 次 に 置 か れ て い た と 考 え ることにより解決されよう。そうすれば事情は今までと全く同じであ っ て 、
ー部の誤りであることが確められる。
H は r源 氏 和 秘 抄 」 （ 以 下 、 和 秘 抄 と 略 ） を 原 拠 に し て い る か
と思われる。
「け」第25ー30項を比較する。
和秘抄のテキストは
祝群書類従本、
（）内はページを示す。
け い め い
いとなむ事
け い め い し て
也
おそろしき
おそろしき也。
の順序が交替
し て
お
り疑問は残るが、説明はほほ一致しており、
源氏物話の本文と兄比べても、1部の禎りであることは確実であろう。特に注目すべきは「けつりたらん」で、この語は、現行の本文では東屋巻に「しかかくろへたらんを」云々とあるもの
で あ
ろが、源氏物語の古注釈苔において、和秘抄以外では、私の知る限り「花烏余情」にのみ見えるものであ
る 。 し か も 、 花 烏 余 情 に
は、「けつりたらん」の語はあっても「けうとく」以下の四項に相当する注は兄えず、右の六項が和秘抄を原拠にしていることはま ず 確 実 で あ
ると思われる。
ー は 「 河 海 抄」 を 原 拠 に
している
かと思われる。
「み」第551
65 項 を 比 較 す ろ
0
河海抄のテキストは角川書店刊「紫明抄•河海
抄」 を 用 い 、
） 内 は そ の ペ ー ジ を 示 す 。
おさめみかはやうなとまて・・・・・・又おさ
うる女御かはたもらといふ商人なといへ
り た
と
へはいふかひなき下女な
とま
てと
云也
(312)
いろいろのみてくら
青 幣
白幣
日本紀
又 五 色 幣 あ
り
(321)
みちかひにてたに
道の行ちかひ也
(321) 
叩らかひ みてくら 御 河
たもち
か な
らす・・・・・・みつのみらとたとる・◆●●●●
三径は門にゆくみら井へゆくみら厠
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税明はほぼ一致しており、
頑序も同じであるが、
一点、
ととあり
帳帷
みちゃぅみへ国の第
ろはかまなり
中ゑあ
みろはしの面
説なり
頂心也
みくしけ殿
くする人を云也
し
ゃうそ
みつまよつま
三段四
たん
なり屋敷たんを
図丁の帷な
みくり
水草なり
す也
•みしろ
<g
をうこか
しら
すともたつねて知らんみしま江に
おふるみくりのすらは絶しを
(389)
みくしけとのなとにまうけの物
天子
より庶人に
いたろまて装束細すろ人
を御匝殴といふ也
(389)
さきくさのすゑつかた
・・・・・・三葉四葉に
殿つくりせりとよめる也・・・
・・・或説に
ツマツマ
は三段四段也段をあまた虞て屋敷をおほくつくり重たる心也是秘説なりといへり
品）
すヽりにはかきつけさなりとて・・
・・・打
家の御日記にも硯面不書とあ 見るいしのおもてに物はかAさりきふしのやう はつかはさら
めや
(3)
みへ
かさねのはかま
中倍ある袴也
(661) 
みらやうのかたひらかへしろなと
御
壁代
(5)「み
し
にゆくみちなり
337 
ろく」に対応すろ注が河海抄には見えないという問題があ
ろ。
そ
の前の「みつの道」は蓬生務、
後の「みくり」は玉望巻の注であ
るが、
源氏物語を調ぺてみろと、
その間、朝顔巻、
乙女巻、
玉鷲
巻に各一例「みしろく」の例がある。
こ
れをどのように理解すれ
ばよいであろうか。
ーつは、
現在行われていろ河海抄に「み
しろ
く
」
の注が見えないのは、
文を逸しているからだと考えられよう。
しかし、
もう一っ、
匠材集の編冨にあたって原拠とされたのは、
実は河海抄で
はなく、
別の、
河海抄
に近似したある注釈であった
という可能性も告無とは言えない。
しかしそれでも、
いずれにせ
よ匠材集の本文を校訂すろにあたって河海抄が非常に有効であるのは示したとおりであって、
ーー
部が誤りであることは確がなこと
として
よかろう。
もう一っここで注意されることは、
匠材集の「みつまよつま」
の語は、古今集の仮名序に見えろ有名な「この殿は•
…・
・みつばよ
つばに殿作せり」 歌により一 「みつはよつは」の誤かと思われるが、
実は、
河海抄により、
そのままが可であろということで
ある。
このように匠材集には、近代の知雌では誤りとされる当時
の秘説や俗説 閥々記されて
おり、
そのような語の解明にあたっ
ては、何よりも、
それらの話が当時の書においてどのような形で
あらわれ
どのような解釈がなされているかを確めねばならず、
近代の知訟を安易に適用して本文を改めてはならない。そのよな例としてあげられるのがJの「むかへを」とKの「手玉ゆら」
-lll-
である。
この二語が近代の知識では
1
見誤りか
と思われ
ること
は
初めに述べたが、
Jについては「師説自見集」に
「むかへお
の畑
のか
こひの卯花や
しつの
さらせる手作の布
むか
へ
おとはむかひ
のお也。
山の尾なり」とあ
り、
また、
Kについては、
r連証渠」
に「
てたまゆらしつ
はた
ぬのをおりかけて
さらしえたりとみゆる
うの
花」の歌が見え、
各、
匠材集の形のままで可であることが知
れる。但し、
師説自見集も迎証渠も、
匠材集に一致する点はあっ
ても、今まで あげた掛のC
とくそれが何項かまと
まっ
て現れる
ことはないので、
直接原拠とされ
たので
はどうもな
さそうである。
私の
誤査した限り、
匠材集の編慕にあたって
原拠とされたこと
が確なのは、
今までに論じた三知抄より河海抄
まで
の九種にとど
まる。他に、
例えば
「あ」
の第1
12項は「あ
なや
」「あしすり」
「あてなる人」
「
あっさ弓」
「足たゆく」「あふこ」「あ
た」
「あは
を」
「あ
か
たへ行」「あ
な頼かた」 ふな
／＼l
コ＾の
さかて」と並んで
いるが、
これ
らは順に『伊勢物語」の第6、6、10、24、25、28、
31、
35
、
44、
50
、
93
、
96段の例であり、
これより伊勢物語のある注釈
習ご槌が原拠とされ
ているら
しいことが
知れる。
それ以外では、
「俊頼髄脳」「奥筏抄」
「袖中
抄
J
等の古い和歌注釈世の類や、
「紫明抄」f原中最秘抄」等の古い源氏注釈由の類に一致する点もあるが、
それらは八雲御抄、
色葉和難巣、
河海抄等から
の孫引
きだと推定される場合 ほ
とんどであり、
直接に原拠とされたの
ではなさそうである。
また花烏余情とは、
和秘抄と園複する部分
を除きほとんど一致する所はない。
ともあれ、
以上の原拠とされたと推定される魯により、
匠材集
の七1八割の項を解明できる。
しかし、
残る語
については、
とに
かくそ
の語の出典を見つけ出し、
その出典につ
いての当時行われ
ていた注釈を片っ端から見比ぺ
てみるよ
りないようである。
その
ような一例として示すのが、
Lの
「つの
ふくし」
である
。私はこ
の語は、
実は万葉三八――一番に「角乃布久礼」
とある語ではない
かと推定する。現在では男根とか瘤とかいう解釈が行われているが、
当時、
匠材集のCと
き解釈
の
存在したことは、
「万菓見安」
に「坂門等之角乃布久礼爾四具比相・・・・・・角ノフクレハ腹立也」云々と見えることより知れ、
従って、
「つ
のふ
くし」は「つのヽふ
くれ
」と訂正すべきかと思われる。
右のどとき方法により、
原拠
の確定でき
ない語
も五i六割が解
明でき、
それでも
なお残る語の中には、
「あ
びき
網引事也」（
ぁ235)のCとき、
原拠・出典が確定できなくとも最初から疑問の
余地のないものもあるので、
疑問のまま残るのは非常に少なくな
る。
「あ
」部
を例と
すると、
この部は以上の方法が最もうまく適
用できる所
の―つで
あるが、
全二百四十五項のうち、
九割七分ほ
どの
語が解明でき、
その結果、
以下に列挙す
る四十二
項に誤り
の
あることが知れ ゜ーを付した は
削除
すべき文字
、（
）内
は補うぺき文字
である。下の〈
〉内の漢字は訂正の根拠となっ
た因を略号（三知抄、
古今打問、
八察御抄、
色葉和難集、梵灯廂
-112-
9
．袖
下集、千烏抄、類字抄、
和秘抄、河海抄）を用いて示
し、
数字
はページ数（テキストは本文で示したものと同）である。
（注5)
〈三招？〉
14あやなく
むやくなる也なり無益
20あさはつね
（はつかしく
といふととなり）
（あ
つらふ雪）
あつ
くふる雪也
24あらみさき神（姫）
〈打546647〉
男女の中さまた
くる神也あらみかけ同前
〈打碑〉
26海士のし引（う）
海士の人数と云事也
〈打658〉
27あさ在ぬま（まぬ）
浅m
は苗（猫）也
〈打661〉
28あつま（まつ）人
天人なり
〈打661〉
35あさはか（ろ）
浅（き）はか
り（こと）なり
〈三339〉
いあまひこ
ひヽき也天形（彦）
〈三382〉
“あ叫（さ）るA
人の中悪く成事也
〈三拗〉
（注5)
55青にゐ（ひ）の紙
あを色少うす
きなり
〈河四9.〉
68あふさす
は
T
（ふ
）れ引（さ
）せす
〈河383〉
印あかぬ所（なく）
あく
所なく也
〈河405〉
81あしろ
魚取物也細（網）代
〈三403〉（注6)
92あたし心
他心と日本（紀）に（有）
異意（
と）万葉に有
〈河538〉
翌あてはか引うつ
くしき体也
〈河239〉
105あせたる
（色の）かはり恨する也
（又）庭家池なとの荒なり
〈千359〉
201あさ
もよひ（き）
只（たき）木也八雲にあり
り
198あまのやちま（た）
大将なとの沼物なり
106東をすか（ヽ）＜
〈千匹〉
111あ
T
（く
）らをめす
〈千445〉
113あをに（ひ）色（の指貝）
〈千461〉
116あを
7
（し）
茶浣色の絹也
〈千479〉
129あへ引（はんへ）らん
有時
といふ（侍らんの
）心也〈千•527〉
131天のさくめ
ま（に）き
はや姫（ひ）の事
（速）也河内岩舟明
神也天神の名也又説に天の岩戸閉給時の舞姫の名也
〈難369〉
141あまのまてかき（た）
海士
のは
まなとならしをきたる体
（注6)
〈難533?〉
158あ引（
か）
とき
あかつきなり
〈類971〉
164あに（へなか）らん
あり
なん
と云詞なり
〈類971〉〈類971〉
166あゆまひ
歩
tsi
（様）也
166あをかつら
防巴（己）の事也
〈和名抄巻二十〉
170扇を給ふ
四月晦（朔）日に扇を給はる事也
〈梵378〉
171あをはのすたれ
四月つ
ii
（いたら）に大内にかけ給ふ也
〈梵378〉〈梵375〉
〈公経仮託鷹百首〉
空也天律ひとのみこと神にあひ給し所な
〈八蕊〉〈八317〉
194あさかせg秋の花
草（菊）花の事也
たかの名也屏（朝）風になくなり
和琴をすか（ヽ）くなり
布にてしたるまんの事
-113-
5 匹あみとり
時烏閑にて取明年の夏迄（先
）関（せんと）なり
〈八323
〉
（庄7)
如あらこま
くろかねの
m
也〈
八328又
は
349
〉
匹あは引（ひ
の）たま
あはひなりあつもの同
〈八331〉
209天のとり舟到（浦）行則（舟）を云
〈八343
〉
（注8)
210あまの引（ ヽ）や
八目のかふら
〈八磁
〉
211あらたへ
木剛（綿）なり
〈八磁
〉
、，天の村合
（せ）田
天照太神の御田也雨にも日にも不損田也
〈八404
〉
〈神代紀上〉
遅速も汝をこそ待ため
向つ峯の（牟可都乎能）椎のこやで
の送ひは違はじ
足玉も手玉もゆらに織機は君が衣にたヽむとぞ思ふ「宗証袖下」では、下に（宗靭如此。写様相違歎。宗祇は
住吉異名云3と注記されている。万葉九二八番の「おしてる甦波の国は
蕊垣の
古にし里と」云々の長歌を考えれば、
本来なら宗祇説を可とすべきであろう。
「あへなからん」となっているのは
r
類字抄の他には、異
本関係にある
「仙源抄」のみ。紫明抄、河海抄、花烏余情等、
全て「あへなん」であろ。
？と記したのは、説明がやや違っており、また順序を考え
4 3 2 
注1 gあなに叫（ゑ）や
よろこはしきかなや
（追記）日本古典全渠（第五期）本を底本として、迎歌資料集本との校異を示した上で、本稿で述ぺたCとき方法を全巻に及ぼして、本文 確定しようとしたものが、近く福武書店より刊行される予定である。参考とし
て頂けるならまことに幸いとす
る所であ 。（昭和五十一年三月大学院修了、淳山工菜高等専門学校講師） ても
、別害を原拠にした可能性もあるということである。
「あ
た人とせんに・・・・迂繋。
旦怠
昴意
ほ灰
」とあるが、
日本紀、万葉における例は今の所不明。
p328に「熊
あらくま」とあろのを誤ったか。或はP匹に
「金
あら。ま。くろがねとも（鉄事也）。こ。」とあろの
を誤ったか。順序 考えれば前者 可能性が油いが如伺゜
「矢・；•••あまのはや。やつめのかぶら
9
とあるのを誤った
か。二語は別なもので
あろ
。「あまのはや」は神代紀下巻に
「天羽羽矢」とあ
ろ語だから「あまのはAや」が可。
7 6 
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